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⾃⼰紹介
 （⼀財）⽇本情報経済社会推進協会（JIPDEC） 常務理事

【所管】電⼦情報利活⽤研究部・認定個⼈情報保護団体
• 芝浦⼯業⼤学 情報通信⼯学科 ⾮常勤講師（通信システム設計論）

 ⽇頃やっている業務
 電⼦情報の保護と利⽤に関する基盤整備の企画・推進

• Ｇ空間（地理空間情報）、IoT（Internet of Things）、ブロックチェーン（分散型台帳技術）、PDS（
Personal Data Store）、デジタル・トランスフォーメーションなど

 データの利⽤やプライバシー保護に関する制度研究など
 政府委員等

 コロナウィルス対策本部テックチーム委員
 接触確認アプリに関する有識者検討会合委員
 スーパーシティ／スマートシティの相互運⽤性の確保等 に関する

検討会委員
 宇宙政策委員会専⾨委員
 国⽴研究法⼈審議会臨時委員（JAXA部会）
 準天頂衛星システム事業推進委員会委員
 シェアリングエコノミーサービス検討会議委員
 ISO／IEC JTC1 SC27／WG5（Information Security, Cybersecurity and Privacy Protection

／プライバシー技術）委員など

 その他
 （⼀社）JcoMaaS理事、（⼀社）ピープルアナリティクス＆HRテクノロジー協会理事 など。

1



位置情報・時間情報の経済活動
へのインパクト
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データ利⽤の各段階

 データ利⽤は、①識別する、②関連づけたり、統合したりする、③作
法（規格化、標準化）や利⽤のかたち（データ形式など）が整理され
ていくという段階を踏みます。
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社会インフラ層

基盤技術層

利⽤層

識別

関連づけ・統合

利⽤のかたちと作法
識別された

「もの」同⼠を
関連づけ統合す

る。

関連づけられた「もの」
の使い⽅の作法を考え、
デザインを通じて「かた

ち」にする。

データ・情報、サー
ビス、⼈・モノ、事
象を識別する



測位衛星が提供するもの
 測位衛星は、私たちに以下を提供している。

 4つの衛星からの電波を受信して、受信機と⼈⼯衛星との距離を測定、この
測距データをもとに位置と時刻を計算。
• 正確な位置を利⽤
• 正確な時刻を利⽤

– １マイクロ秒（100万分の1秒）の精度
 準天頂衛星では、我が国の測位衛星が４機体制となって、位置・時刻を提

供。

 ⽇本の準天頂衛星では、更に以下を提供。
 電⼦基準点の位置から、相対的な座標を算出し、より⾼精度な位置情報を

提供。
• サブメートル級測位（最⼤1m）
• センチメータ級測位（最⼤6cm）

 ナノ秒（10億分の１秒）を提供
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⾼精度測位で何が起きるのか

 位置情報サービスでは、15m
から30m程度の範囲をサービ
ス提供範囲に設定しているも
のが多い。（理由は測位の誤
差が発⽣するため）
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 準天頂衛星により、サービス
提供の範囲が最⼤1m以下で
提供できるようになる。

従来のサービスでは
近くの地図を出し、
⼈間が補正する。

準天頂衛星の測位は
⾏きたい場所を直接
⽰す。

 例︓位置情報を使った広告にもたらす効果
 広告の効果は、その現場に近い⼈に届けると、効果が⾼い。

• エリアが狭くなると、出稿料が下がる。
• 出稿料が下がると、中⼩企業でも広告を出しやすくなる。



スマートフォンやカーナビで⾒る効果

 我が国の準天頂衛星システム「みちびき」は、今や国内のスマートフォ
ンのほとんどで位置情報の把握に利⽤されている。また、新規に発売さ
れている主なカーナビやドライブレコーダー等でも利⽤されている。

 東京都港区（三⽥）で、みちびき対応/未対応のスマートフォンを使っ
て精度検証を実施したところ、みちびき対応スマートフォンでは⼤幅な
精度向上が⾒られるなど、みちびきの効果を確認。

︓実際の歩⾏ルート
︓みちびき対応スマホの軌跡
︓みちびき未対応スマホの軌跡

スマートフォン
画像︓https://jp.sharp/k-
tai/lineup/

©Google Earth

カーナビ
画像︓
https://jpn.pioneer/ja/carrozzeria/carnavi
/cybernavi/avic-cl901-m_avic-cw901-
m_avic-cz901-m_avic-cl901_avic-
cw901_avic-cz901//
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位置情報、時間情報を使っている事例
 『位置（どこ）、時間（いつ）』は私たちの⽣活にとって必須な情報

です。
 技術の進展と共に、より細かい位置・時間が求められるようになり、
⽇本の準天頂衛星は、『センチメートルのどこ』と『ナノ秒（10億分
の1秒）』を提供しています。
 Society5.0では現実空間と情報空間が連携するため、位置情報・時間情報

の重要性が更に増しています。
 位置情報・時間情報を｢空気｣のように利⽤している中で、それが無くなっ

た場合の経済的な影響も⼤きくなります。
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隣接する携帯電話基地局同⼠が、上
りと下りの通信を同⼀時刻で⾏うと
電波⼲渉を起こすため、時刻同期を
⾏う必要がある。

電⼒⽤通信網は、IPネットワー
クへの置き換えが進んでおり、電
流や電圧の同期を時刻を使って⾏
う必要がある。

（当協会撮影） （出典︓川崎市ホームページ）



【参考】測位衛星が⽌まった場合の経済損失

 測位衛星からの位置情報・時刻情報は、通信・電気・⾃動運転・ナビ
ゲーションサービスなどに活⽤されている。

 それが１カ⽉間⽌まった場合に300億ドル（3兆2300億円）の経済損
失が出る事が試算されている。（⾮営利組織RTI International）

8（出典︓「Economic Benefits of the Global Positioning System (GPS)」 （RTI International、2019年6⽉）




